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多摩に歩く会	
　	大悲願寺と横沢入保全地域	
　多摩に歩く会代表代行	酒井宏幸 	
　四国88ヶ所お砂踏み霊場をご存じで
しょうか？寺の境内や裏山などに88ヶ所
から持ち帰ったお土砂を各寺のご本尊を
刻んだ石仏の元に埋め、それらを巡る事
によって四国88ヶ所を参拝したと同じご
利益があるとされる、ささやかなお遍路
です。多摩地方でも青梅の即清寺や高幡
不動尊の裏山に設けられています。	
今回多摩に歩く会のウォーキングでも、
武蔵五日市駅近くの大悲願寺裏山にある
お砂踏み霊場をご案内しました。所要時
間約40分のお遍路でしたが参加された皆
様ご利益は感じられていますか？	
横沢入保全地域は谷戸に広がる田んぼと
自然を、東京都が保全地域第一号に指定
した里山です。整備し直された田んぼで
はボランティア団体の活動のもと、小学
校や幼稚園などが田植えや稲刈りの行事
を通じて自然教育を行っています。	
　多摩に歩く会では、参加して頂いた皆
様に「参加して良かった」と云って頂け
る様スタッフ一同考えて参ります。	
　次は二月の予定、寒い頃ですので野山
の散策は避け都内文京区を歩く予定です。
皆様どうぞご参加下さい。	

	

美しい用水の会	
　　　　　　　代表	佐藤敬臣	
　玉川上水からの用水路は国分寺市内
に8用水ありました。それが都市開発
の波に呑まれ今は唯一通水している砂
川用水路と用水掘割の跡を残す恋ヶ窪
村分水、用水の一部を残す中藤新田分
水が旧日の姿をとどめるのみとなって
います。「美しい用水の会」は砂川用
水の保全を行っていますが、新たに市
指定重要文化財となった、貴会近藤様
はじめ皆様がご尽力いただいている
「恋ヶ窪村分水遺構」の保全も活動範
囲にすることで現在活動中です。用水
の保全は新田開発の歴史を次の世代以
降に継承する活動で、言い換えれば、
まさに、貴会の名前の通り「ふるさと
をつくる」こと、と理解しています。	
平成32年度からは、市が策定する用水
維持管理方針に基づき市と市民が協働
で用水の維持管理を行っていく必要が
あります。すでに貴会会員の参加もい
ただき。これからも用水路の美化活動
を続けていきますので、活動趣旨ご賛
同いただける方にふるっての参加を切
望するところです。	
　注.「国分寺市にふるさとをつくる
会」は、この会の賛助会員として参加
しています。	
	

	

防災推進の街づくり仲間の会	

　　　　　江戸時代の防災	
　　　　　　　　防災士　中村隆彦	
　昨年７月１日にNHK放映“大江戸の空前絶
後の大火災”の内容を紹介いたします。	
　１７７２年「行人坂の大火」の記録です。
当時の江戸の７割が被災し、６万人の犠牲
者が出ました。現在の目黒から日本橋を経
て上野までのようです。延焼の原因は、木
造作りと長屋の排水路	
が導火線となったそうです。当時江戸は幾
たびかの大火災があったようで、下記の復
興計画が出たそうです。	
①街の拡大	
　過密化の防止として、当時未開発の芝、
赤坂、市谷、小石川、浅草、本所深川に江
戸の人を移住させ、道路整備も行いました。	
②防災力を高める	
　一つは「火除地」を作った。延焼防止の
為の空地を各所に作り、そこで火災を止め
る。	
　もう一つは「町火消しの結成」です。い
組、は組ですね!	
　これらの事は東京駅八重洲附近の再開発
時の遺跡発掘で判ったようです。	
	

防災推進の街づくり仲間の会	
	

　　	　　　　　「防災学習会」	
　　　　　　　　　　　　のご案内　　　		

「国分寺市緑のボランティア活動受入団体」に登録しました	
　この制度は、市民を主体とした緑の保全と回復に関する活動を促進するため、
ボランティア希望者を受入れ活動する「緑のボランテイア活動団体」を市に登
録し、より多くの市民が緑作りに参加する仕組み作りを進めるものです。	

　当会は、「森の自然塾」を『自然体験(野外活動、子どもたちとの環境
学習など)』に登録いたしました。	
　当会は、森の自然塾の開催に関する告知と開催時のスタッフ募集を、国分寺
市のホームページなどで告知頂けます。これまでは、ボランテイアを提供する
側でしたが、この制度により市民ボランティアの受け入れを併せ行います。	
　国分寺市にふるさとをつくる会会員の方も「森の自然塾」スタッフ・指導者
として参加頂き度くよろしくお願い致します。なお、森の自然塾開催状況は、
会報「国分寺市にふるさとをつくる会」、「国分寺市にふるさとをつくる会
ホームページ」に掲載しておりますのでご覧ください。当会のホームページは
「国分寺市にふるさとをつくる」で検索ください。	
	

	
	
	
	

	

開催日時	
　平成30年11月18日（日）	
　13時30分～15時30分（13時10分開場）	
開催場所	
　恋ヶ窪公民館・会議室	
　国分寺市西恋ヶ窪4－12－8	
講　　師	
　特定非営利活動法人	日本防災士会	
　東京都支部　支部長	
　　松井　正雄(まついただお)氏	
題　　目	
　地域防災力の向上に向けて	
参	加	費	
　無料（どなたでも参加できます）	
定　　員	　４０名	

	



森の自然塾

	ホームページをご覧ください。

	npo-kokubunjifurusato.jp

	

11月4日(日)ふるさとの自然と歴史を訪ねる会

								9:00	京王線分倍河原駅

				10日(土)	ふるさとの会	合同幹部会議

　	　　14:00	恋ヶ窪公民館

				11日(日)	クリーンディ

								9:00	わらびの道

ふるさとの森自然観察会 				11日(日)	姿見の池ホタルの会作業

	　	9:30	姿見の池

13日(火)	多摩の自然を楽しく学ぶ会

　		9:30	ＪＲ青梅線羽村駅	

				14日(水)	森の教室運営委員会

　	　　	9:30	恋ヶ窪公民館

				18日(日)	森の自然塾

								8:30	西恋ヶ窪緑地(Ｘ山)中央

　　18日(日)	環境ひろば

							10:00	国分寺市役所会議室

				18日(日)	防災学習会

							13:30	恋ヶ窪公民館会議室

　　24日(土)	日吉町町内会定例会

							13:30	第五小学校ランチルーム

				25日(日)	ふるさとの森自然観察会

　	　	　9:00	ＪＲ武蔵小金井駅改札口

				25日(日)	姿見の池ホタルの会作業

　	　　	9:30	姿見の池

				25日(日)	姿見の池ホタルの会会議

　	　14日:00	都営住宅集会所

				30日(金)	会報配布準備

							13:30	恋ヶ窪公民館（印刷は13:00～）

　　　　　　	(注)終了次第広報委員会

				30日(金)	多摩に歩く会会議

							15:00	恋ヶ窪公民館

晩秋の滄浪泉園
そうろうせんえん

観察会

ＱＲコード

１１月行事予定

　　　　　伝言板	
　　　森の自然塾のご案内	

　11月は18日に行います。	
「森のドリーム・キャッチャーづ
くり・ひっつき虫の針で大漁魚つ
り」です。集合はX山に9時20分～
40分、雨天でも行います。晴天で

も集合後九小に移動します。解散
はX山です。（上履き持参下さい）	
 	
	

「大いに盛り上がった、	
　　　　　　秋の自然塾」	
		自然塾リーダー	綿貫	清明	
		去る10月21日(日)、30名弱の子
供たちが集まり、秋の自然塾が開
催されました。	
エックス山の豊かな秋の恵みをた
くさんに頂き、まずは最初のテー
マである「秋の木の実・草の実を
知ろう」が始まりました。木の
実・草の実が遠くで芽を出すのは
何故？との問いかけに対し、実物
を手にした子供たちは、担当ス
タッフの解りやすく、興味深い解
説に皆、目を丸くして聞き入って
いました。鳥や風や水のお陰で、
それは成り立っていることを知っ
て、自然界の摂理の不思議さや面
白さを理解することができました。	
続いてのテーマは「どんぐり独楽
作りと相撲対決」でした。「くぬ
ぎの実」のお尻に、つま楊枝を刺
して回り具合を確め、短く切って
色付けをして出来上がり。１人が
２つの独楽を持ち、グループ内で
対戦し、持ち独楽が２つとも負け
たら相手の勝ちです。各グループ
の代表１名が合計で４人揃ったら、
優勝決定戦となります。行司の軍
配でハッケヨ～イ！！	すると、
部屋全体に響き渡る大歓声！そし
て、各力士の真剣な眼差し。	
結びの一番が終わると、優勝(横
綱)、準優勝(大関)、第3位(関脇)
が決定し、塾長より表彰を受けま
した。こうして皆の笑顔と大興奮
のうちに、自然塾が閉幕しました。		
 	

	

多摩の自然を楽しく学ぶ会	

									狭山丘陵散策	
　　　　				国分寺市	村山知恵	
　予報に反して快晴の朝9時半、立川から
バスで狭山丘陵の麓の岸まで行きまし
た。細い山道に入る手前ではミズキ科の
常緑山法師の白く丸い花が狂い咲き、須
賀神社の横の細道を歩くと道端に可憐な
釣船草が揺れていました。源原先生がす
すきの穂を一本取って｢瓶洗いブラシのよ
うになっているめしべが花粉を捕まえる
のです｣とおっしゃると、皆子供のように
ルーペをのぞき込みました。着いた里山
民家では長谷さんが丘陵とは海抜2~300m
の山の連なりを、台地とは海抜200mで続
く土地を言い、面とは河川に面している
所と説明して下さり、鶴岡さんがこの広
大な都立野山北・六道山公園ができた経
緯を話して下さいました。里山民家の裏
に広がった田んぼのあぜ道では富村さん
が縄文時代からある古代米を現在国分寺
米として復活させていると話され、その
後田中さんの分かりやすい説明を受けコ
ンズイの実、イボクサ等に足を止めなが
ら、山頂の見晴台のある公園に到着、青
空の下で昼食。食後には先生が森を伐採
し自然を破壊したギルガメッシュの話
を、さらに伊達さんの珍妙な手品の披露
に、笑いの絶えない楽しい散策となりま
した。　	
	

　滄浪泉園は明治大正期に三井銀行など
の役員を歴任した波多野承五郎により武
蔵野の特徴的な地形である「ハケ」とそ
の「湧水」を巧みに取り入れて整備され
た庭園です。	
日時：11月25日(日)　※雨天中止	
集合：JR武蔵小金井駅改札口９時	
会費：300円(保険料等)、入場料100円	
申	込	先：〒187-0042	
										小平市仲町２７－２２	
　　　　		℡:042-342-1167	
　　　		　飯島　太平治	
申込締切：１１月１８日(日)	
	
	
	
	


